
主 張

日
本
雑
草
学
会
（
会
長
�
小

林
浩
幸
氏
・
宇
都
宮
大
学
教
授
）

は
３
月
２７
日
か
ら
２９
日
ま
で
宇

都
宮
市
で
第
６３
回
大
会
を
開
催

し
、
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業

会
（
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
、
会
長
�
舟
田

詔
文
氏
・
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業

所
）
が
企
業
展
示
を
行
っ
た
。

ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
は
日
本
雑
草
学
会

の
賛
助
会
員
で
、
出
展
は
今
回

が
初
め
て
。
同
工
業
会
の
顧
問

に
は
、
宇
都
宮
大
学
雑
草
管
理

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
尾
孝

佳
准
教
授
が
就
任
し
て
い
る
。

大
会
で
は
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
企
業
展
示
、
一
般
講
演
、

会
員
総
会
、
学
会
賞
受
賞
者
講

演
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
う
ち
２７
日
に
ラ
イ

ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
で
行
わ
れ

た
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
緑
に

沈
む
国
、
日
本
。
誰
が
草
刈
り

を
担
う
の
か
―
農
村
と
都
市
か

ら
の
報
告
と
未
来
に
向
け
た
提

言
―
」
で
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で

那
須
烏
山
市
（
栃
木
県
）
の
川

俣
純
子
市
長
が
、「（
防
草
ブ
ロ

ッ
ク
の
存
在
を
知
り
）
こ
れ
か

ら
国
土
交
通
省
が
採
用
し
、
草

刈
り
に
か
か
る
費
用
が
削
減
さ

れ
、
他
の
事
業
に
予
算
を
充
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

同
市
で
は
２
０
２
１
年
度
か

ら
、
「
里
山
大
木
須
を
愛
す
る

会
」
を
事
業
推
進
主
体
に
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
「
産
官
学
に
よ
る
里
地
・
里

山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展

開
。
取
り
組
み
事
業
の
ひ
と
つ

「
里
地
・
里
山
の
雑
草
問
題
解

決
事
業
」
で
は
、
過
疎
化
や
高

齢
化
、
遊
休
農
地
の
増
加
が
加

速
し
て
山
間
地
域
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
雑
草
管
理
に

つ
い
て
、
行
政
や
大
学
、
企
業
、

地
域
が
連
携
し
て
、
里
地
・
里

山
の
状
況
を
踏
ま
え
た
雑
草
管

理
の
あ
り
方
や
手
法
に
つ
い
て

現
地
試
験
や
効
果
の
検
証
を
行

っ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
里
山

大
木
須
を
愛
す
る
会
の
川
野
邊

眞
代
表
理
事
が
、
「
フ
ィ
ー
ル

ド
内
に
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設

し
て
い
る
」
と
報
告
。
さ
ら
に

国
土
交
通
省
宇
都
宮
国
道
事
務

所
の
西
村
篤
史
課
長
が
、
薬
剤

に
よ
る
道
路
管
理
の
報
告
の
中

で
「
防
草
機
能
の
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
る
予
防
も
検
討
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
休
憩
中
は
、

同
工
業
会
出
展
ブ
ー
ス
に
多
く

の
大
会
参
加
者
が
訪
れ
た
。
同

工
業
会
で
は
「
今
回
の
出
展
は

初
め
て
の
試
み
で
不
安
も
あ
っ

た
が
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
良
い
意
味
で
異
質
な

も
の
だ
と
感
じ
た
。
こ
れ
ま
で

は
雑
草
が
繁
茂
し
て
か
ら
、
そ

の
対
処
に
予
算
措
置
す
る
自
治

体
が
多
い
印
象
だ
っ
た
。
予
防

対
策
で
コ
ス
ト
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出

も
抑
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
大
き
な

収
穫
と
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

る
。

市
村
地
球
環
境

産
業
賞
貢
献
賞デ

ン
カ

市
村
清
新
技
術
財
団
（
会
長

�
中
村
高
氏
・
元
リ
コ
ー
副
社

長
）
は
３
月
７
日
、
第
５６
回
市

村
地
球
環
境
産
業
賞
の
受
賞
者

を
発
表
し
、
デ
ン
カ
（
東
京
都
）

の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
脱
炭
素

化
に
資
す
る
Ｃ
Ｏ
２
固
定
型
高

耐
久
化
混
和
材
」
が
貢
献
賞
を

受
賞
し
た
。
受
賞
者
は
森
泰
一

郎
、
樋
口
隆
行
、
盛
岡
実
の
３

氏
。
１５
日
開
催
予
定
の
表
彰
式

で
賞
金
３
０
０
万
円
と
記
念
牌

が
贈
ら
れ
る
。

地
球
環
境
産
業
賞
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
産
業
分

野
で
優
れ
た
国
産
技
術
を
開
発

し
、
産
業
分
野
の
発
展
に
貢
献

・
功
績
の
あ
っ
た
技
術
開
発
者

や
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
制

度
。受

賞
し
た
高
耐
久
化
混
和
材

の
主
成
分
は
ガ
ン
マ
型
ケ
イ
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
（
γ
型
２
Ｃ
ａ
Ｏ

・
Ｓ
ｉ
Ｏ
２
）
。
短
期
間
で
Ｃ

Ｏ
２
と
積
極
的
に
反
応
・
固
定

化
さ
せ
る
と
、
化
学
的
に
安
定

し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
生
成

す
る
無
機
系
材
料
で
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
組
織
の
緻
密
化
が
促
進

さ
れ
高
強
度
・
高
耐
久
性
を
実

現
す
る
。
ま
た
高
耐
久
化
混
和

材
は
、
高
温
焼
成
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
石
灰
石
の
代
わ
り

に
、
化
学
工
場
内
で
発
生
す
る

副
産
物
の
消
石
灰
を
原
料
と
す

る
こ
と
で
、
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
に
（
約
８０
％
）

削
減
し
た
。

高
耐
久
化
混
和
材
の
適
用
例

と
し
て
、
製
造
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を

固
定
化
さ
せ
た
Ｃ
Ｏ
２
固
定
型

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｃ
Ｏ
２
Ｓ
Ｕ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
が
あ
り
、
セ
メ
ン

ト
の
代
替
材
料
と
し
て
高
炉
ス

ラ
グ
や
石
炭
灰
を
利
用
し
て
セ

メ
ン
ト
使
用
量
を
大
幅
に
削
減

し
、
さ
ら
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

硬
化
過
程
で
、
Ｃ
Ｏ
２
が
含
ま

れ
る
排
気
ガ
ス
で
養
生
す
る
こ

と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
Ｃ
Ｏ

２
を
固
定
化
。
地
球
温
暖
化
防

止
や
資
源
循
環
型
社
会
に
貢
献

す
る
技
術
と
し
て
実
用
化
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
他
、
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る
高
効
率
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
専
焼
発
電
技

術
」（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）が
功
績
賞
、「
省

エ
ネ
化
・
脱
炭
素
化
に
資
す
る

高
出
力
・
多
用
途
赤
外
線
カ
ー

ボ
ン
ラ
ン
プ
ヒ
ー
タ
ー
」
（
メ

ト
ロ
電
気
工
業
）
が
貢
献
賞
を

受
賞
し
た
。

当
初

予

算

を

各
地
整
に
配
分

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省
は
２
０
２
４
年

度
当
初
予
算
の
同
省
関
係
予
算

配
分
額
を
決
定
し
た
。
事
業
費

ベ
ー
ス
で
７
兆
５
７
４
３
億
円

（
前
年
度
比
０
・
４
％
減
）
を

配
分
す
る
。

配
分
対
象
額
の
内
訳
は
、
直

轄
事
業
が
２
兆
５
４
５
５
億
円

（
同
０
・
１
％
減
）
、
補
助
事

業
が
５
兆
２
８
８
億
円
（
０
・

５
％
減
）
で
、
２４
年
度
当
初
の

段
階
で
は
配
分
せ
ず
に
、
緊
急

災
害
対
応
に
備
え
る
保
留
額
は

４
４
４
億
円
、
ゼ
ロ
国
債
は
２

４
９
５
億
円
。
補
助
事
業
の
う

ち
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
は
１
兆
１
９
５
億
円
、
防
災

・
安
全
交
付
金
は
１
兆
６
６
３

７
億
円
。
ま
た
一
般
公
共
事
業

へ
の
配
分
額
は
７
兆
５
５
１
３

億
円
。

流
域
治
水
の
加
速
、
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
、
防
衛
体
制

の
強
化
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
推
進
。
２３
年
度
補
正
予

算
と
合
わ
せ
、
切
れ
目
な
く
公

共
事
業
を
執
行
す
る
。
厚
生
労

働
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
水
道
行

政
で
は
、
下
水
道
と
の
一
体
運

営
に
取
り
組
む
。
水
道
、
下
水

道
と
は
別
に
「
上
下
水
道
」
区

分
を
新
設
し
、
５７
億
７
７
０
０

万
円
を
確
保
し
た
。

防
衛
力
の
強
化
に
向
け
て
施

設
を
整
備
す
る
「
特
定
利
用
空

港
・
港
湾
（
特
定
重
要
拠
点
）」

の
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
関
係

事
業
費
で
は
、
港
湾
で
１
４
８

億
円
、
空
港
で
１
８
３
億
円
を

計
上
し
た
。

直
轄
事
業
の
地
方
整
備
局
別

の
配
分
額
（
ゼ
ロ
国
債
除
く
）

は
、
▽
北
海
道
開
発
局
２
８
６

６
億
円
（
前
年
度
比
０
・
３
％

増
）
▽
東
北
地
方
整
備
局
２
５

１
１
億
円
（
同
１
・
２
％
増
）
▽

関
東
地
方
整
備
局
４
１
９
３
億

円
（
同
２
・
１
％
減
）
▽
北
陸
地

方
整
備
局
１
６
５
３
億
円
（
同

６
・
２
％
増
）▽
中
部
地
方
整
備

局
２
９
８
０
億
円
（
同
０
・
２

％
減
）
▽
近
畿
地
方
整
備
局
３

０
９
１
億
円
（
同
０
・
２
％
増
）

▽
中
国
地
方
整
備
局
１
７
９
６

億
円
（
同
３
・
１
％
減
）
▽
四
国

地
方
整
備
局
１
３
７
６
億
円

（
同
０
・
６
％
増
）
▽
九
州
地
方

整
備
局
２
５
７
０
億
円（
同
４
・

３
％
減
）
▽
沖
縄
総
合
事
務
局

５
５
８
億
円（
同
５
・
４
％
減
）。

賢
い
支
出
で
何
を
目
指
す
の
か

内
閣
府
は
２
０
６
０
年
度
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
国
と
地

方
を
あ
わ
せ
た
財
政
の
試
算
を
ま
と
め
、
２
日
に
開
催
し
た

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
公
表
し
た
。

試
算
に
よ
る
と
６０
年
度
に
は
高
齢
化
率
が
３８
％
ま
で
高
ま

り
、
こ
の
間
、
医
療
や
介
護
費
用
は
増
加
し
続
け
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
経
済
成
長
率
が
物
価
の
変
動
を
除
い
た
実
質
ベ

ー
ス
で
年
率
０
・
２
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
は
、
医
療

や
介
護
の
歳
出
改
革
を
行
っ
て
も
「
基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ

Ｂ
）
」
は
赤
字
が
拡
大
す
る
。
一
方
、
１
・
２
％
程
度
の
成

長
率
が
続
く
ケ
ー
ス
で
は
、
税
収
が
伸
び
る
た
め
、
歳
出
改

革
を
進
め
れ
ば
Ｐ
Ｂ
の
黒
字
が
見
込
ま
れ
る
。
成
長
率
が
１

・
７
％
程
度
ま
で
上
昇
す
る
と
、
国
債
な
ど
の
発
行
残
高
の

経
済
規
模
に
対
す
る
比
率
も
安
定
的
に
低
下
す
る
と
し
た
。

内
閣
府
は
財
政
の
安
定
に
向
け
て
、
歳
出
改
革
を
徹
底
す

る
こ
と
や
、
女
性
や
高
齢
者
の
労
働
参
加
お
よ
び
企
業
の
生

産
性
向
上
に
よ
り
成
長
率
が
１
％
を
上
回
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
今
後
３
年
程
度
で
集
中
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

日
経
は
４
日
の
朝
刊
で
、
「
賢
い
支
出
で
財
政
健
全
化
と

成
長
の
両
立
を
」
と
す
る
社
説
を
掲
載
。
ば
ら
ま
き
の
発
想

を
や
め
、
一
刻
も
早
く
財
政
を
平
時
に
戻
す
必
要
が
あ
る
と

強
調
。
一
方
で
、
将
来
に
向
け
た
投
資
ま
で
絞
り
込
め
ば
成

長
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
う
と
し
て
、
「
賢
い
支
出
」
を
追
求

し
、財
政
の
健
全
化
と
成
長
の
両
立
を
め
ざ
す
べ
き
と
し
た
。

財
政
の
健
全
化
と
成
長
が
両
立
で
き
る
妙
案
が
あ
れ
ば
、

３０
年
も
の
時
を
失
う
こ
と
は
無
か
っ
た
と
い
う
の
が
筆
者
の

率
直
な
感
想
だ
。
財
政
の
健
全
化
を
急
ぐ
ば
か
り
に
、
せ
っ

か
く
芽
生
え
た
再
生
の
芽
を
摘
み
取
る
結
果
に
な
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
日
経
は
社
会
保
障
制
度
を
維
持
す
る
た

め
、
毎
年
度
の
社
会
保
障
費
を
高
齢
化
に
よ
る
伸
び
の
範
囲

内
に
収
め
る
だ
け
で
な
く
、
給
付
の
見
直
し
や
消
費
増
税
も

行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
所
得
の
３
割
は
税
金

と
保
険
料
で
召
し
上
げ
ら
れ
、
モ
ノ
を
買
え
ば
１
割
増
し
。

頼
み
の
年
金
は
心
も
と
な
く
、
７５
歳
を
迎
え
れ
ば
介
護
保
険

料
が
跳
ね
上
が
る
仕
組
み
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
る
。

１
月
の
人
口
動
態
統
計
（
速
報
値
）
の
出
生
は
前
年
同
月

比
４
・
６
％
減
と
大
幅
な
減
少
が
続
い
て
い
る
。
専
門
家
に

よ
る
と
２
０
２
４
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
１６
人
ま
で

低
下
す
る
。
１
世
代
で
人
口
が
５５
％
、
２
世
代
で
３１
％
に
な

っ
て
し
ま
う
計
算
だ
。
少
子
化
の
底
が
見
え
て
い
な
い
う
ち

か
ら
、
少
子
化
に
慣
れ
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
乱
暴

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
高
齢
化
と
社
会
保
障
費
の
歳
出
増
に

は
い
ず
れ
歯
止
め
が
か
か
る
。
し
か
し
、
子
供
を
あ
き
ら
め

た
生
き
方
が
多
数
派
に
な
れ
ば
、
や
が
て
国
は
亡
び
る
。
一

体
、
何
の
た
め
の
財
政
再
建
な
の
か
。
円
安
に
伴
う
高
収
益

や
株
高
、
大
手
企
業
の
高
賃
上
げ
報
道
で
雰
囲
気
だ
け
は
良

い
が
、
鉱
工
業
生
産
は
低
調
で
普
通
に
考
え
れ
ば
景
気
は
悪

い
。

雑
草
学
会
大
会
に
出
展

過
疎
高
齢
化
で
注
目
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